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【令和４年２月度番組審議会 議事録】 

 

 

１．開催年月日  令和４年２月２５日（金） １５時００分～１６時００分 

 

２．開催 場所    八尾市生涯学習センター（かがやき） ３階 小研修室（２） 

 

３．委員の出席 

番組審議委員総数           ７名 

出席委員数              ７名 

欠席委員数              ０名 

放送事業者         取 締 役  藤山 純一 

              総務部長  比良 純高 

業務部長  鈴木 昌宏  

総  務  村田 季世子 

 八尾市広報・公民連携課   課  長   北村 知美 

             

 

４．議 題    案件    「ここテレ～ＫＯＫＯＫＡＲＡ.ＴＶ～」 

             

５．番組概要  放 送 日：２０２２年１月８日（土）１６：３０ ～ １７：００ 

 

     番組について 

放送形態 

公開生放送 

 

業務部（編成）より  

  出演者：聞き手 （一社）がんライフアドバイザー協会 代表理事 川崎由華さん 

            ゲスト まもりがめの会・きゃんでぃの会 代表 多田詩織さん 

            キャンサーフォト＋ 代表 西尾菜美さん  

「まもりがめの会」 

義眼使用者の会として発足しました。網膜芽細胞腫・小眼球症・無眼球症・その他 

幼少期の疾患などで小さな頃から眼球・視力を失い義眼の必要となった子供・そし 

て親、成長した当事者のための会です。まもりがめの「め」は「眼」心と目の守り 

の場として。 

義眼や目のことについて情報交換でき、気持ちの共有できる場として、そして社会 

に向けた義眼への正しい理解の向上を目指しています。 

突然の疾患で目を失うことになってしまった親子の心のために。 

目を失った当事者が悩みを解決しながら前向きに進んでいくために。 

みんなが毎日笑顔で歩んでいけるよう活動していきます。 

 

CANCER PHOTO＋（キャンサーフォトプラス） 西尾さんコメント抜粋 
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前職は、がん専門病院で広報の仕事をしていました。そこで多くの最新医療情報やがん

という病気のこと、そして、病気と立ち向かう患者さんと医療従事者たちの熱意を現場

で見てきました。 

前職の繋がりでその後も医療従事者の皆さんと医療情報を Youtubeで発信してきたり、

冊子の製作に携わったりしてきました。 

今後も、がんに対する情報発信はもちろん、少しでも患者さんやそのご家族の心の支え

になれるような写真を撮れるように、日々勉強中です。 

 

６．審議委員からの意見 

委員：・がんに関する情報、特に AYA 世代について放送するというとても意義のある良い番組だ 

と思った。 

      ・多田さん（ゲストの方）のご活躍についての話がもう少しあってもよかったのではないか。 

   委員：・番組の目的・思いがとても伝わってくる良い番組。 

・生放送なのに無駄がなく３０分の番組の構成が良かった。 

・前半の MC の説明が早口で焦りがでていたのが気になったが後半は聞きやすくなった。 

・ゲストの西尾さんの滑舌、スピードなど話し方がすごくよかった。 

・具体的なやり取りがあり、内容的にもとても良い番組だと思う。 

 委員：・これからどんどん伸びていく番組だと思う。将来的に楽しみな番組である。 

・タイトルからは番組のコンセプトが伝わってこなかった。 

委員：・MC の声はよいが滑舌が少しあまく相槌が少ないように感じた。 

・西尾さんの声のトーンは落ち着きがあるが少しふわっとしているように思う。 

・多田さんの話す言葉に迷いがなく、わかりやすかった。 

・義眼についてや AYA 世代の方がしんどい思いをしていることなどを伝えることができたの 

はよかった。 

・誰かの心に響いてがん検診につながればさらに良いと思う。 

委員：・音質や声のバランス・テーマ曲もよかった。 

・全体的に非常にまとまりがあった。 

・AYA 世代について初めて知った。 

      ・気になった点は、MC が早口で横文字や略語が多くせわしない感じで、BGM 的に流れて 

いってしまっていたこと。 

・番組の途中から聞いてもわかるよう番組内で適宜番組の内容の説明が欲しかった。 

・一方的に放送してしまっていた感じがした。 

・視聴者からのコメントなども入りフィードバックできればさらに良いのではないか。 

委員：・構成がよく、生放送だが完成度が高かった。 

・がんばれるための道しるべとなる番組だということが説明されていて目指す内容が明確で 

あり、その通りの進行になっていた。 

・時間配分などもよくできていた。 

・AYA 世代について知ることができた。 

・音楽もよかった。 

・がんを患っている方に対して理解を深めることができた。 
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・アピアランスケア支援など何かできることがないかなという気持ちになった。 

・もう少し笑顔と和やかさ、温かさがあればさらによかった。 

・「ユーチューブもご覧ください」などの案内があればよかった。 

      委員：・興味深い番組だった。 

・同じような立場の方が聞かれたら振袖で写真をとりたいと思うのではないかと思う。 

・タイトルから番組内容がわかりにくい。健康を意識したサブタイトルをつけて、番組表に 

も注釈などを入れるなどの工夫が必要だと思う。 

・AYA 世代の方を支援することができるのであれば寄付の案内などもあればよいと思った。 

・生きる力になる良い番組だった。 

   

北村課長：・AYA 世代の多田さんが当事者として、ラジオだからこそ言葉にだして話せたのではないか 

       と思う。 

・声の力、ラジオの力を感じた。タイトルも工夫して取り組みを進めていってほしい。 

・良い番組だった。 

  

本日お聞かせいただいたご意見を受け止め、今後もより良い番組作りに努めて参ります。 

 

 ７．公表方法 

     今回開催された番組審議会内容は、公式ＨＰ掲載をはじめ、自社放送内広報および 

     本社事務所へ閲覧用ファイルを設置いたします。 


